【タイトル】
VBAで基本的なプログラムを作成する

【リード】
「VBA」は多くのOfficeアプリで採用されているマクロ用のプログラム言語。今回はその基礎知識を解説し、簡単なプログラムの例を紹介しよう。

【本文】

　「マクロ」とは、ソフトウェアの操作を自動化できる機能のこと。ExcelなどのOfficeアプリには、マクロ機能として、VBA（Vidal Basic for Applications）が採用されているものが多い。VBAは、Vidal Basicをベースとした、一種のプログラム言語だ。

●VBAの「開発」を始める
[bookmark: _GoBack]　ただし、VBA関連の機能は、ほとんどのアプリで、初期状態では操作画面に表示されていない。本格的にVBAのプログラミングを始めるのであれば、まずリボンに「開発」タブを表示させておこう。
　ここでは、PowerPointを例に説明する。リボンの上で右クリックし、メニューから「リボンのユーザー設定」を選ぶ（図1）。表示される「Excelのオプション」画面の「リボンのユーザー設定」で、右側の「開発」にチェックを付け、「OK」をクリックする（図2）。
　リボンに追加された「開発」タブをクリックして、その内容を表示させてみよう（図3）。このタブには、マクロとVBAに関する機能に加え、追加プログラムや独自ユーザーインターフェースの設計に関連する機能もまとめられている。
　なお、ここでの説明にはPowerPointを使ったが、ExcelやWardでも、「開発」タブを表示する手順は同じだ。
　ここからはExcelを使った例で、VBAで新しいマクロのプログラムを作成していこう。リボンに表示させた「開発」タブをクリックし、「Vidal Basic」をクリックする（図4）。すると、VBAの作成・編集用の画面であるVidal Basic Editor（VBE）が、Excelとは別のウインドウで開かれる（図5）。
　なお、この手順はWardやPowerPointでも同じで、開かれるVBEの画面構成や操作方法も共通だ。複数のOfficeアプリでそれぞれVBEを開いたときは、同じような画面が複数存在することになるので、混同しないように注意しよう。
　また、VBEの画面は、それを起動したOfficeアプリが開かれている間、自由に開いたり閉じたりできる。起動元のOfficeアプリを終了すると、そこから開いたVBEも自動的に閉じる。
　VBEの左上側の部分は「プロダクトエクスプローラー」と呼ばれ、プログラムの保管場所を管理するためのものだ。「プロダクト」とはプログラムの保管場所の単位で、通常は、各Officeアプリの文書ファイルが、VBAでは1つのプロダクトとして扱われる。

●マクロの記述場所を作成
　Excelの場合、マクロのプログラムは、ブック（プロダクト）の中に作成された「標準モジュール」の中に入力する。記録機能を使ってマクロを作成する場合は自動的に標準モジュールが作成されるが、プログラムを1から記述していく場合は、まずこれを作成する必要がある。
　VBEの各機能は、タブではなく、以前は一般的だった「メニュー」から実行する。「挿入」メニューをクリックし、「標準モジュール」を選ぶ（図6）。すると、プロダクトエクスプローラーの中の作業中のプロダクトに、新しい標準モジュールが追加される。同時に、そのモジュールの内容を表すコードウインドウが、画面の右側に開かれる（図7）。
　なお、ここでは開かれているブック（プロダクト）が1つだけなので問題ないが、複数のブックを開いているときは、意図とは別のプロダクトにモジュールが追加されてしまう可能性もある。事前に対象のプロダクト、またはその中のモジュールを選択してから、標準モジュールを挿入するのが確実だ。
　コードウインドウは、実際にVBAのプログラム（コード）を記述していく場所だ。カーソルが点滅している位置に「sub」と入力し、半角スペースを空けて「表作成」と続け、［Enter］キーを押してみよう（図8）。その後に自動的に「（）」が追加され、1行空けて「End Sub」という行が自動入力される（図9）。この2行の間に、実際の処理のコードを入力していく。
　「Sub ○○（）」～「End Sub」までの一連のコードは「Subプロシージャ」と呼ばれ、まとめて実行されるプログラムの単位だ。「○○」の部分はプロシージャ名であり、そのまま、アプリ側でマクロとして実行する際のマクロ名になる。プロシージャ名はユーザーが自由に命名できるが、記号は使用できず、先頭文字を数字にできないなどの制約もある。この例のような日本語は使用可能だ。
　なお、ここでは「sub」と全て小文字で入力したが、改行すると、自動的に「Sub」と先頭が大文字に変更された。Subのように、あらかじめVBAに登録されている単語（キーワード）は、その大文字／小文字が、登録された表記に自動修正されるためだ。そこで、あえて全て小文字（または大文字）で入力し、それが適切に自動修正されるかどうかで、入力ミスがないかを確認することもできる。

●マクロプログラムで表を作成
　Subプロシージャ「表作成」として、作業中のワークシートのB2～D5セルに表を作成するプログラムを完成させた（図10）。なお、このコードの中で、「’」（シングルクォーテーション）で始まっている行は「コメント」であり、プログラムとしては実行されない。
　Excelの画面に戻り、実際にこのSubプロシージャをマクロとして実行してみよう。「開発」タブ（または「表示」タブ）の「マクロ」をクリック（図11）。表示される「マクロ」画面で、実行したい「表作成」マクロを選択し、「実行」をクリックする（図12）。
　すると、まずB2～D2セルに、表の各列の見出しの文字が入力される。次に、表の範囲であるB2～D5セルに格子の罫線が設定され、見出し行の範囲だけに塗りつぶしの色と中央そろえが設定される。その後、B3セルが選択され、メッセージ画面に「表作成が完了しました」と表示される（図13）。ただし、この一連の流れはあっという間なので、実際には処理の順番などはほとんど分からない。「OK」をクリックしてメッセージ画面を閉じると、このマクロの実行が完了する。
　ここからは、これらの処理が、それぞれどのようなコードで実行されたかを見ていこう。
　実行部分の最初の3行では、3つのセルにそれぞれ値を入力している（図14）。VBAのプログラムでは、「オブジェクト」と呼ばれる操作対象に、「.」（半角ピリオド）に続けて「プロパティ」でその属性を設定したり、「メソッド」で操作を実行したりする。「Range（"B2"）」というのは、B2セルを表す「Range」オブジェクトを取得するための式だ。その「値」を表す「Value」プロパティに、代入演算子の「＝」を使って値を代入することで、実際の対象セルにもその値が入力される。C2セル、D2セルに対する処理も同様だ。
　なお、「Range（"B2"）」の「Range」自体も、対象オブジェクトを省略できるプロパティであり、戻り値として、引数で指定されたセル（範囲）を表すRangeオブジェクトを返す機能を持っている。
　VBAのオブジェクトには、セルやワークシートといった“モノ”だけでなく、機能を象徴的に表すオブジェクトもある。Rangeオブジェクトの「Borders」プロパティでは、そのセルの四辺の罫線の設定を表す「Borders」オブジェクトを取得可能。その「LineStyle」プロパティで、罫線の線種を設定できる（図15）。その設定値は各線種に対応する数値だが、意味が分かりやすくなるように定数（特定の数値などに付けた名前）が使用できる。ここで指定した「xlContinuous」は1を表す定数で、「実線」を意味している。
　「With ○○」は、共通のオブジェクトに対する処理を簡略化できる記述方法だ（図16）。ここではB2～D2セルを表すRangeオブジェクトを指定し、以下、「End With」の行まで、このオブジェクトに対する操作は、対象を省略して「.」で始めることができる。次の「Interior」は、対象のセル（範囲）の塗りつぶしの設定を表す「Interior」オブジェクトを返すプロパティ（図17）。その「ThemeColor」プロパティで、背景色にテーマの色を設定できる。その設定値も数値だが、ここでは定数「xlThemeColorAccent6」（実際の値は10）で「アクセント6」を設定した。また、「TintAndShade」プロパティは、色の明暗のバリエーションを表す。設定値は－1～1の範囲で、0を中間値として、大きいほど明るく（白に近く）なり、小さいほど暗く（黒に近く）なる。
　セルの配置の横位置の設定は、Rangeオブジェクトの「HorizontalAlignment」プロパティで設定できる（図18）。この設定値も数値で、やはり定数が使用可能。ここでは「xlCenter」（実際の値は－4108）を指定して、左右中央そろえにした。
　その次のコードでは、Rangeオブジェクトに対して「Select」メソッドを実行し、対象のセルを選択する（図19）。
　最後に、「MsgBox」という命令（関数）で、引数に指定した文字列をメッセージ画面に表示している（図20）。

●マクロを含むブックを保存
　Excelの標準的なファイル形式である「Excelブック」形式では、マクロを含めて保存することはできない。「名前を付けて保存」画面で、「Excelマクロ有効ブック」を選ぶ必要がある（図21、図22）。同様に、WardやPowerPointも標準のファイル形式ではマクロを保存できず、それぞれ「Wardマクロ有効文書」や「PowerPointマクロ有効プレゼンテーション」の形式で保存する。
　マクロを含むブックを一度閉じ、再び開くと、マクロが無効な状態になる。そのマクロが危険なものでないことが分かっている場合は、画面の上部に表示される「セキュリティの警告」メッセージバーで、「コンテンツの有効化」をクリックすればよい（図23）。以後、同じPCでこのブックを開く場合は、常にマクロが有効な状態で開けるようになる。WardやPowerPointのファイルも同様だ。

